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　順序カテゴリ二元R×C分割表において，(i, j)セル確率を pijとする (i = 1, . . . , R; j =

1, . . . , C). 周辺点対称モデルは次のように定義される (Tomizawa, 1985):

pi· = pi∗· (i = 1, . . . , R), p·j = p·j∗∗ (i = 1, . . . , C),

ただし pi· =
∑C

t=1 pit, p·j =
∑R

s=1 psj, i
∗ = R+1− i, j∗∗ = C+1−j.このモデルは行周辺

確率と列周辺確率が，中心カテゴリまたは中心点に対してそれぞれ対称的であることを
示している．二元分割表において周辺点対称モデルが成り立たないとき，その隔たりがど
の程度かを測ることに関心がある．Yamamoto et al. (2011)はPower-divergence (Cressie

and Read, 1984)を用いた尺度を提案した．しかしながら，Yamamoto et al. (2011)の尺
度では，i = 1, . . . ,

[
R
2

]
に対して行周辺確率 pi·と pi∗·のどちらの方が大きいかを判別す

ることができない（列周辺確率に関しても同様）．
本講演では中心カテゴリ（中心点）に関する二種類の完全非対称を区別することがで
きる，周辺点対称性からの隔たりを測る尺度 φMPSを提案する．この尺度は，行周辺確
率が中心カテゴリ（中心点）に対して対称的かどうかを測る部分尺度と，列周辺確率に
関する部分尺度との重み付き和として表される．提案尺度は−1 ≤ φMPS ≤ 1を満たす．
周辺比例対称モデルを

pi· = ∆1pi∗·

(
i = 1, . . . ,

[
R

2

])
, p·j = ∆2p·j∗∗

(
i = 1, . . . ,

[
C

2

])
,

と定義すると，このモデルが成り立つ下でφMPS = 0ならば，周辺点対称モデルが成り立
つ．φMPS = 1となるための必要十分条件は，i = 1, . . . ,

[
R
2

]
に対して pi· = 0 (pi∗· > 0),

かつ j = 1, . . . ,
[
C
2

]
に対して p·j = 0 (p·j∗∗ > 0)である．また，φMPS = −1となるため

の必要十分条件は，i = 1, . . . ,
[
R
2

]
に対して pi∗· = 0 (pi· > 0), かつ j = 1, . . . ,

[
C
2

]
に対し

て p·j∗∗ = 0 (p·j > 0)である．
二元R × C分割表の (i, j)セル観測度数を nij とする (i = 1, . . . , R; j = 1, . . . , C)．ま
た {nij}は多項分布に従うとし，全標本数を n (=

∑R
i=1

∑C
j=1 nij)とする．(i, j)セル確

率 pij の推定値として p̂ij (= nij/n)を用いた推定尺度を φ̂MPS とおくと，デルタ法によ
り

√
n(φ̂MPS − φMPS)は大標本の下で平均 0, 分散 σ2[φMPS]の正規分布に従う．実際の

データ解析においては，σ2[φMPS]の {pij}を {p̂ij}に置き換えることにより得られる分
散の推定値を用いて，φMPSの近似の信頼区間を構成する．
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